
  
               
 

 

寒さもひとしお身にしみる頃、今年も残り少なくなって参りました。今回の進路だよりでは、各学部の授

業の取組や進路に関する行事をお知らせします。冬休み中、ぜひ御家族でお子様が２学期に頑張ったことを

振り返ったり、新年の目標を一緒に考えたりしてみてください。 

 

～進路指導部より～ 

 

本校の進路指導を担当しております、湯澤と申します。進路を指導する立場として、日々目指している

こと、それは、「児童生徒たちが、自分らしく、生き生きと豊かな毎日が送れるような進路先に進んでほしい」と

いうことです。進路先となる事業所等には、それぞれの特色があります。活動（作業、仕事）内容がどう

か、自宅から通うにはどんな交通手段があるか、事業所等の人数がどれくらいか、一緒に活動する方々の

雰囲気はどうか、建物の広さはどうか、などなど。また、事業所等から求められる人物像もあります。例

えば、自分のことは自分でやろうとする、ルールを守って行動できる、などです。様々な視点でそれぞれ

の事業所の個性をとらえ、進路を考える際の参考にしてほしいと思います。 

私の進路選択について、お話いたします。学生時代に教育実習を経験し、特別支援学校（当時は養護学

校）の教員になりたいと夢を抱きましたが、採用試験でつまずきました。夢をあきらめきれないまま他の

職業に就きましたが、当時の私は生き生きと過ごしていたとは言えない毎日でした。このままではいけな

い、と一念発起して勉強して採用試験に合格。夢だった教員になってからの毎日は、忙しかったり悩んだ

りすることもありますが、児童生徒の笑顔や成長を身近に感じる日々に喜びを感じています。教員生活を

送る中で、出産育児休業中には専業主婦生活も経験しました。その時に感じたことは、「職場に復帰した

い」ということでした。毎日の家事、育児ももちろんやりがいを感じていましたが、教員という進路が私

には必要だったのです。ちなみに、私の母親はずっと専業主婦でした。裁縫、料理が得意だった母は、生

き生きと家の中で働いていたことを思い出します。母親にとって一番自分らしく生き生きできるのは専業

主婦という進路だったのだと思います。 

人それぞれ、好きなこと、興味のあることはいろいろあります。学校では、お子様が生き生きと豊かな

毎日が送れる進路実現に向けて、進路だよりや個別懇談、保護者会、進路に関する行事などを通じていろ

いろな情報を発信しております。進路だよりでは、家庭生活や学校生活の中でどんなことが進路実現に結

びついているのかの情報を発信しておりますので、進路を考える際にお役立ていただければと願っており

ます。 

 

 

小学部 ～「やりたい」「なりたい」気持ちを大切に～ 

 学校生活の中で、児童生徒が自己肯定感を高めて、自信をもって自分で選択することができるように、

児童生徒の「やりたい」「なりたい」気持ちを大切にしています。今回は、小学部児童が自分の願いを叶え

るために意欲的に学習を進めている場面を御紹介します。 
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〈係の仕事〉 

職員室の日付・天気直し 

〈好きな活動〉 

係の仕事を頑張ったら好きな活動ができるという約束です。 

『好きな活動をやりたい！』という気持ちをもって毎日係の仕事を

頑張っています。 

好きな活動（おさん 

ぽ）ができるよう、

マスクをつけたり、 

いろいろ学習を頑張 

ったりしています。 



中学部 ～中学部卒業後の生活を体験しよう～ 

中学部３年生が１１月下旬から１２月にかけて、本校高等部の体験学習や、福祉事業所での社会体験学

習を行いました。 

 

「高等部体験学習」 

 朝の運動、作業学習を体験しました。          

・受注班…ハンガー組立て作業              

・農園芸班…除草、種まき作業                

            など 

 

「社会体験学習」 

・愛晃の杜…説明書袋入れ、シール貼り、ネジ入れ 

・いなほ今市本町…水苔の選別、パウチ 

・はばたき…ねじの袋詰め、部品の組立て  

・夢の森…タオル畳み、シール貼り などを体験しました。 

 

 

 

高等部 ～高等部卒業後の生活について相談しよう～ 

卒業後の進路について、関係機関の方々に相談をする機会があります。今年度も、高等部３年生は５月、 

２年生は７月に進路相談会を実施しました。自己紹介のあと、日々の学習で頑張っていることを関係機の

方に伝え、実習や進路について相談したり、助言をいただいたりしました。 

右側の写真は、12月に行った選択コース２年生生徒の関係機関訪問の 

様子です。卒業後の生活で関わりをもつ市役所とハローワークを見学し 

ました。それぞれの機関の働きを知るとともに、利用の仕方等の説明を 

聞きました。市役所では社会福祉課（日光市）や障がい福祉課（鹿沼市） 

が窓口になって相談できること、ハローワークでは働くために必要なこ 

とや求人票や応募書類などについて教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❁新規事業所のお知らせ（本校に情報提供があった新規オープンの事業所情報です。） 

『卒業生講話』  

◆ 日時：令和５（2023）年２月１７日（金）１０：１０～１１：５０ 
◆ 場所：被服室、体育館 
◆ テーマ：「社会人として大切なこと」 

一般企業、就労継続支援Ａ型事業所、就労継続支援Ｂ型事業所で働いている卒業生から、経験に基づ
いた話を聞くことのできる機会です。保護者の皆様も参加できますので御希望の方は担任までお知らせ
ください。 

 

○指定特定相談支援事業所 ｢ ハニースマイル ｣              

所 在 地：鹿沼市村井町 330-3 

       （就労継続支援 A型事業所えいと内） 

内    容：基本相談(様々な相談に対応) 

計画相談(福祉サービスの利用を支援) 

※新規事業所に関すること

で、御質問等ございました

ら、担任までお知らせくださ

い。また、見学や資料提供の

希望につきましても、お知ら

せください。 

つかれるくらい

がんばった！ 

むずかし 

かったけ 

ど、がん 

ばった！ 


